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秋田県における溶連菌の菌型と A群溶

連菌の薬剤感受性試験成績について

山脇徳美＊後藤良一＊斉藤志保子＊

森田盛大＊

I I はじめに

昭和54年度に県内で分離された溶阻性連鎖球菌（溶連

菌）の群別を行ない，さらにその内A群溶連菌でT型別

できた50株について薬剤感受性試験をデスク法で行なっ

たので，その結果について概要報告する．

Il 材料と方法

A.溶連菌の血清型別

溶連菌の分離材料は昭和54仔度の微生物感染抗定点観

測等で採取した咽頭ぬぐい液嶋てあるが，検査力庄は既

報1,5)のとおりである．分離されに溶連菌の群別及ひJflli自

型別は東芝化学製抗血清 (A, B, C, G群別）と自家

製抗血清（A群T型別）を用い，宮本2)の方法で行なっ

た．

B. A群溶連菌の薬剤感受性試験

使用菌株は表 1に示す疾患名から分離されたA翡崎ふ述

菌50株（Tl型菌 2株， T4型菌16株， T6型菌3株，

T12型菌23株， T13型菌3株， T28型菌 1株， TB3264 

朋l]」2株）で既報の叩き方法3,4)て態受性を測定した．ま

た，試験抗！卜剖は表 2に示した］2種類で， 3濃度トリデ

スク‘'栄研、、 （栄研化学KK)を用いた．

皿 成績

A.溶連菌の菌型

昭和54年度の溶連菌の検出状況を昭和51年度からの成

績3,4)とまとめてみてみると表 1及び図 1に示す如くであ

った．すなわち， 昭和54年度は週夫 4ケ年同様A乳げ容連

菌の分離率か最も高く，次いてl抒別ふ明菌， C群， G群，

B肝の順序であ）た。また，八群溶連菌をT型別にらて

みると， T12型， T4型， TUTCUntypable), B3264 

型菌といった順序に分離株数が多かった．

B．溶連菌菌型の年次による推移

まず昭和51什疫からの分離A訊容辿菌をT型別毎にみ

てみると，昭和51{「度はT12型菌か上流菌型てあった力ゞ，

昭和52, 53年度ではT4型菌がT12型菌に代って主流菌

＊秋田県衛生科学研究所

型となった．しかし，昭和54年度では再びT12型菌が優

勢となり，全溶連菌の23形を占めた．このように主硫菌

型の交代力ゞわずか数年の間に起きたか， いずれにせよ，

T4型菌と T12型菌が県内を広く侵襲していることは明

らかであった．次に，溶連菌が分離される疾患名につい

てみると，昭和51,52年度は狸紅熱及び溶連菌感染症か

らの分離率が50％以卜を占めたのに対して，昭和53,54 

年度ては先の疾患からの分離率が50兌以下となり，罰桃

炎，咽頭炎からの溶連菌の分離率が急増すると共に，多

くの感染症 (54年度15疾患）から溶連菌が分離されるよ

うになった．またそれと同時に分離される浴連菌の柾類

も堺加し，就中，群別不明の溶連菌の増加！Jゞ注目された．

C. A群溶連菌の薬剤感受性試験成績

図 2は昭和52, 53, 54年度のA群溶連菌の薬剤感受性

試験成績をまとめて図示したものである．まずT4型菌

についてみると，凋杏を行った 3ケ叶凹， TCに対する

耐杜閑（昭和53,54年度は多剤耐性を合む）が90％以上

邸
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図 1．溶連菌分離菌型の年次推移
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表 ］ ． 溶 連菌分離株の由来疾患と菌型

6
2
 

~!1 
A 群 T 夕 ィ プ

鱈B群 C群 G群 総計（％）
3 4 5 6 12 13 22 23 28 B3264 UT* 小計（％）

！しよう紅熱 I 2 5 ！ 1 I 1 2 11 (61) 11 (61) 

溶連菌感染症 i 1 4 1 6 (331 6 (33) 
51 

上 気 道 炎 l 1 1 (6) 1 (6) 

計 （％） 3 (17) 10 (56) 1 (6) 1 (6) 3 (17) 18 dOOO 18 fiO餅

しよう紅熱 3 2 12 5 8 4 1 3 38 (51) 38 (57) 

溶連菌感染症 I l l 1 1 (1) | I 1 (1) 
； 

I扁 桃 火火 2 4 1 1 3 
l 

11 116) 1 1 U6) 

52 咽 頭 火火 5 4 1 1 1 1 13 (19) 13 U9l 

上 気 道 炎 1 1 (1) 1 (1) 

そ の 他 1 2 I 
| 3 (4) I 3 (4) 

， 

計 （％） ] 5 (7) 2 (3) l I 23 (34) 13 119) 10 (15) 8 (12) i 1 (1) 3 (4) 1 (1) 1 (1) 67 U00] ! 67 OOOO 

しよう紅熱 2 4 5 
i 

4 15 (20) 
！ 

15 (20) 

溶連菌感染症 l 7 3 2 1 4 18 (24) 18 (24) 

1 扁 桃 火火 4 3 8 2 
I 

1 18 (24) 1 19 (25) 
！ 

53 咽 頭 火火 1 1 2 13) I 1 I 3 (4) 

上気道炎1 ,
l 

1 1 3 {4) 3 (4) 1 ： 

そ の 他 5 4 1 3 13 (17) 4 1 18 (24) 

計 （％） 1 (1) 20(26) 1 (1) 14 (18) 18(24) 2 (3) 2 (3) 11 (14) 69 (91) 5 (7) 2 (3) 76 oom 

しよう紅熱 5 4 1 10 (10) 2 12 (12) 
＇ 

溶連菌感染症!1 , 4 2 
i 

1 8 (8) 1 1 1 10 UO) 

扁 桃 火火 3 2 15 3 1 3 4 31 (31) 1 1 7 40 (40) 

54 咽 頭 火火 1 2 1 1 5 (5) 5 10 (10) 

上気道炎 ＇ 1 ： ， 1 (1) i 1 1 3 (3) 

！そ の 他 ！ ! 2 1 3 1 7 (7) 2 2 13 10 ! 24 (24) 

I 計 （％） j 2 (2) 16 (16) 3 13) 23(231 3 (3) 1 (1) 6 (6) 8 (8) 62 (62) 3 (3) 4 (4) 4 (4) 26(26) 99 u00) 

8 2 62 1 30 61 3 11 1 5 ， 23 • 216 3 ， 6 26 260 

* untypable 



表2. 薬剤名，記号，薬剤濃度
二— C. ... 一＾▼

記号 薬剤名 H* M* L* 記号 薬剤名 H M L 

PC ペニシリン lOU 2U 0.5 U JM ジョサ 15μ,g 5 μ,g 2 μ,g 
マイ シ＇ ン

｝ 

pcA アミノベンジル 20且g 5/1,9 ！ ' 2四 MDM マイデカ 15/1,9 5 μg 2 /1,g 
ペニシリン マイシ ン I

OM オレアンド 15/1,9 5四 2 μ,g CM 
クロラム 30JJ,g 10四 5 μ,g 

マイ シ＇ ン フェニコール

EM エリスロ 10比9 2μ,g 0.51L9 TC 
テトラ 30四 10四 5 μ,g 

マイ シン サイク＇）ン
， 

セファレキLCM リンコ !5JJ,g 
： 

5μ,9 2/1,g CEX 30四 10μ,g 5 /1,9 
マイ シ＇ ン シン

GM ゲンタ 10μg 5 μ,g 2 μ,g CER 
セファロ 25JJ,g 10四 5 /1,g 

マイ シ＇ ン リ ジ ン

* H. M. L:抗生剤濃度 H：高濃良 M：中濃度 L ：低濃度

—-9氏．：fi ,l" t’l 仁ニコ— ',0．；匡陰性 □□］ー未試験

図2. A 群溶連菌の薬剤感受性試験成績

の高率に認められ，さらに，昭和53年度からはTCに加

えてOM,MDM, EM, J M, LCMに対す岱多刈吋

,VI:l打が出現し，本年度も， TC, 0.¥1, MDM, E.'vL 

LCMに対する多斉輯性菌が20もに認められた．しか L,

昭和53年度に認められたJM耐性菌は本年度では検出さ

れなかった．次にT12型菌では， TC耐性菌（多剤耐性

を含む）が年々減少し，本年度は T4 型菌の½に当る30

尻こ麟11:/Jゞ認めら4したた］にすぎなかった．また， CM, 

TC, OM, MDM, JM, LCM (il/it1J52, 53年度は

EMそ呂む）に対する多剖耐性菌も咸少し， 10数粥か多

剤耐性を示すのみであった．そして，本年度の 1つの特

徴はすべてEMに対して感受性であったことである．こ
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のように， T12型菌では耐性菌が年々減少していること

が明らかとなった．―方，その他の菌型では， TC単独

ではあるが耐性菌の増加が認められた．しかし，ペニシ

リン系，セファロボリン系薬剤に対する耐性菌は全く認

められなかった．

D. A群溶連菌の菌型推移と薬剤感受性推移

A群溶連菌の流行菌型と薬剤耐性の間に密接な関係の

あることが示唆されていること6,7)から，今回得られたA

群溶連菌の菌型と薬剤感受性成績とを比較してみた．そ

の結果，県内での昭和47~51年度における流行主流菌型

はT12型南であった炉11)が，昭和52, 53年度では，上述の

如く薬剤耐性菌の減少傾向が認められたと共に，分離さ

れるT12型菌の割合もT4咽菌に比らべて小さかった．

ところが，昭和54年度では，薬剤耐性率が更に減少し，

特にEMに対してはすべて感受性となったが， T12型菌

の占める分離頻度は逆にT4叩菌を上廻わるようになっ

た．すなわち，これまでのTl2型菌とは異なる EM感受

性T12型菌が出現（又は再出現）してきたのではないか

という rij能性が示唆されたわけである．一方， これとは

対照的に， T4嬰伯は，多剖耐性率か20％になった本年

度， T12型菌に主流の座をゆずるようになった．このよ

うに少なくとも，この 3年問の成組をみる限りにおい

ては，t流菌型と薬剤耐性との間に，我々がこれまで考

えていたこと一耐性率の上昇は侵襲に有利ーとは異なる

負の相関傾向がみられたが，今後，これが一時的な現象

にすぎないのか否かについては更に詳細に検討していく

考えである．

IV まとめ

昭和54年度の溶連菌の菌型とA群溶連菌の薬剤感受性

試験成餡について，昭和51,52, 53年疫の成績と比較し

て述べた．

稿を終るにあたり検体採取にご協力を賜わった由利組

合総合約院，秋田組合総合病院，山本組合総合病院の各

小児科の方々に深謝します．
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